エモリー大学から(海外だより) by 近藤,洋一郎 & KONDO,YOICHIRO
C千葉医会誌 48，43，1972) 
仁海外だより〕 エモリー大学から
ここエモリー大学は，千葉大学とほぼ同規模の大学
で，ことに目新しいことも， さほど経験しておりませ
ん。
一般的にアメリカと日本の医学教育の差についてみま
すじまず，もっとも違う点は，基礎訓練が，こちらで
は大変しっかりしているということでしょう。臨床面で
も病理でも，数年間のレヲデントという，徒弟奉公的期
聞があり，これを過ぎると，一応その課目，内科とか，
病理とかについて，相当の実力をつけることができるよ
うです。逆に，この修業をしないものは，かなり差別を
受けることになります。病理についてみますと， レ~デ
ントは全員，解剖を行ない，文献を調らベ，上級医であ
る教授ないし助教授に材料をみせて，討論し，週一回，
本人が全員に示説します。この訓練の結果，レ~デント
は実にものごとをよく知っており，小生などび、っくりす
るほどです。そして，原則的には，いわゆる研究をやり
ません。とても，そんな余裕がありそうにはみえませ
ん。大学のほか，市内にはみつつのいわゆる関連病院が
あり，そこでも，はげしく，こき使われています。教授
達は，このレジデントの教育に多くの時間をとられてい
るようです。かくして， 4年ほどで，かなり高度の平均
的知識をもった病理学者ができ上り，大学に残ったり，
病院に勤めたりするわけです。レ汐デントと日本の教室
員を比較してみると，一般的知識に格段の差がありま
す。しかし，逆に専門的ではなく，すべて，見方は，つ
めこまれたものか，本で読んだもので，この辺が少しも
の足りないように思えます。日本の大学院生は，すぐさ
ま，専門的研究を開始し，その余暇に，一般的知識を仕
入れるのですが，こちらで、は，丁度関係が逆です。一方
，研究は，剖検の材料討議の余暇にやっており，これは
少し意外なことでした。なぜなら，一途に研究ばかりや
っている病理学者がいるものと思っていたからです。
さて，どちらの方がよいかということになると，小生
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には，よくわかりません。問題は，どれだけ効果がある
かということでしょうが，システムのみを取り上げて，
いくら優劣を論じてもはじまりません。結局，アメリカ
をみて，日本の現況について，つべこベ言っても，たい
してものの役に立たんということになり， それは， “ま
さに"大学運営に問題があるのだ，などという結論にな
りかねません。小生の感想では，各国々には，それぞれ
の風習，地理的条件があり，教育なり研究なりも，それ
らの条件の中で行なわれるものですから，いくらアメリ
カのシステムがよいからと言って，日本にそのまま，持
ち込むことはどうかと思われます。ことに，アメリカと
いう巨大な国のマネをすることには，賛成できません。
むしろ，ヨーロッパの方が日本として参考にすべき点が
多いと考えます。日本人というのは困ったことに，まこ
とに， “ギマン的"な国民で，表面だけ， ちょいと借用
し，内容はそのままにしておくというようなことをよく
やります。 インターンとか専門医制度などは， この類
で，もっと基本的なところから入って行かねばならない
問題を，看板のぬりかえのみで過そうとするところに問
題があるのでしょう。
こちらも春たけなわで，花が咲き揃って，まことにき
れいです。フロリダでは海水浴，北のシカゴでは大雪で
空港閉鎖ということで， いやはや， アメリカというの
は，とんでもない大きな国です。わが汐ョ-~ア州だけ
でも，日本の本州ほどもあり，山からみわたしても，て
んで隣りの州すらみえません。せめて，~ョ-~ア近辺
の山や海だけでも，走り廻ることにします。
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